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町
指
定
民
俗
文
化
財
の
長
南
袖
凧
。
こ

の
貴
重
な
伝
統
文
化
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
活
動
し
て
い
る
人
達
が
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
に
発
足
し
た
長
南
袖
凧
保
存
会

（
竹
林
定
夫
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
16
人
で
す
。

　

長
南
袖
凧
の
魅
力
を
町
の
人
た
ち
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
研
修
会
や
視
察
、
凧

あ
げ
大
会
の
開
催
な
ど
１
年
を
通
し
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、

他
県
で
行
わ
れ
る
凧
あ
げ
大
会
に
参
加
す

る
事
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
風
も
弱
く
人
出
が
少
な
か
っ
た
で

す
ね
。
年
に
よ
っ
て
気
温
や
風
に
左
右
さ
れ

ま
す
。
条
件
が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
凧
は
あ

が
り
ま
す
。
本
当
は
、
凧
が
あ
が
っ
て
満
足

し
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

自
然
が
相
手
な
の
で
、
凧
あ
げ
の
条
件
が
そ

ろ
う
こ
と
は
少
な
い
で
す
ね
。

と
に
か
く
凧
が
あ
が
る
感
動
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
凧
あ
げ
大
会
を
通
し

伝
統
を
子
ど
も
達
に

　

伝
統
文
化
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
る

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に

凧
作
り
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
東
小
学
校
と
西
小
学
校
の
５
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
先
生
と
し
て
参
加
し
た
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
は
７
人
。
一
人
ひ
と
り
が

数
人
の
児
童
を
受
け
持
ち
、
凧
が
完
成
す

る
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
に
凧
作
り
の
感
想
を
聞
く
と

「
ひ
も
を
通
す
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
」「
楽

し
か
っ
た
。
き
っ
と
あ
が
る
と
思
う
よ
」

と
自
分
の
凧
を
見
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

自
慢
げ
に
自
分
の
凧
を
見
せ
て
く
れ
た

児
童
た
ち
に
は
、
凧
作
り
の
楽
し
さ
や
魅

力
が
伝
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

袖
凧
は
見
て
い
る
と
、
い
い
で
す
ね
。

一
緒
に
感
動
を　
　
　
長
南
袖
凧
保
存
会

2

凧作り教室の様子。メンバーも児童
も凧作りに熱中。

研修会でのひとこま。凧作りを 1から学ぶ。

凧あげ大会に参加した保存会の皆さん。

自慢の凧



長南袖凧
　今から 200 年ほど前、江戸後期の
享和年間に長南町鹿島の大木忠蔵が、
職人の着る印

しるしはんてん

半纏の形にヒントを得
て、考案したのが始まりと言われて
います。また、長南トンビとも呼ばれ、
全国に類のない型で知られています。
　男児の初節句には、４畳敷きから
８畳敷きの大きな祝い凧をおくる風
習がありました。

風
を
味
方
に

　

長
南
袖
凧
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
平
成

７
年
か
ら
始
ま
っ
た
凧
あ
げ
大
会
。
今
年

は
２
月
20
日
に
、
中
原
の
田
ん
ぼ
の
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
風
が
穏
や
か
で
凧
あ
げ

日
和
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
学

生
や
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、
凧
あ
げ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
を
過
ぎ
る
と
、
風
向
き
が
変

わ
り
、
少
し
強
く
吹
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
風
を
味
方
に
つ
け
た
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
は
一
斉
に
凧
を
あ
げ
始
め
、
そ

の
結
果
、
こ
の
日
の
糸
の
長
さ
の
最
長
は

２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

畳
数
枚
分
も
あ
る
大
き
な
凧
は
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
風
が
な

け
れ
ば
思
い
き
り
走
り
な
が
ら
あ
げ
る
な

ど
、
思
い
思
い
に
凧
あ
げ
大
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
も
期
待
し
た
い
で

す
。
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
凧
は
？

・
あ
げ
て
楽
し
む
も
の
か
な
。

・
昔
の
思
い
出
だ
よ
ね
。
子
ど
も
の
頃
の

遊
び
と
し
て
や
っ
て
い
た
か
ら
。

　

実
際
に
凧
を
あ
げ
て
み
る
と
、
風
を
受

け
ど
ん
ど
ん
高
く
あ
が
り
、
風
が
な
く
な

る
ま
で
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
お

ぼ
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
を
い
つ
ま

で
も
眺
め
て
い
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
感
動
を
町
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ
感
じ
て

も
ら
い
、
未
来
の
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い

こ
う
と
、
長
南
袖
凧
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

長南袖凧を始め、全国の凧を展示します。
ご家族皆さんでお越しください。

日　程　４月 26 日㈫～５月８日㈰まで
場　所　町郷土資料館
主　催　長南袖凧保存会

凧 展 開催！

3

急に吹いてきた風を生かして。

この形をヒントに考案されたという。

あがると楽しい！
音がするのも特徴の一つ。

「うなり」。これをつけることで、
ブーンブーンと音が出る。
昔は「鯨のひげ」を使ったので
「くじら」と呼ぶ人もいる。

２年前には、こんなに大きな凧が
大空を舞いました（中央公民館に
展示してあります）。
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・ 

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
助

成
制
度
を
利
用
す
る
人

後
期
高
齢
者
の
健
診

（
75
歳
以
上
の
人
）

　

対
象
年
齢
に
達
し
、
健
診
を
希

望
す
る
人
は
受
診
で
き
ま
す
。
対

象
と
な
る
人
に
は
受
診
券
を
郵
送

し
ま
す
。

＊
現
在
治
療
中
の
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
検
（
健
）
診

　

結
核
検
診
（
65
歳
以
上
の
人
の

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）、
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
検
診
、
青
年
の
健
診

（
18
〜
39
歳
）
は
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
を
問
わ
ず
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
の
健

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
受
診

場
所
や
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
医
療
保
険
者
か
ら
お
知

ら
せ
が
届
く
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
、
長
南
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
を
対

象
に
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。
４

月
１
日
以
降
健
診
日
ま
で
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
人
は
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
４
月
１
日
以
降

国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
さ
れ
た

人
は
、
新
し
く
加
入
し
た
医
療
保

険
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︻
現
在
治
療
中
の
人
へ
︼

　

現
在
治
療
中
の
人
も
特
定
健
診

を
受
診
で
き
ま
す
。
健
診
は
生
活

習
慣
病
の
根
本
で
あ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
発

見
す
る
も
の
で
、
治
療
の
判
定
基

準
と
は
異
な
り
ま
す
。
治
療
中
の

人
も
ぜ
ひ
健
診
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

︻
町
が
実
施
す
る
特
定
健
診
の
対

象
と
な
ら
な
い
人
︼

　

受
診
券
は
対
象
者
全
員
に
郵
送

し
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
事
業
主
の
健
診
を
優
先
す
る
人

が
ん
検
診

　

４
月
か
ら
が
ん
検
診
が
始
ま
り

ま
す
。
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

を
問
わ
ず
、
長
南
町
に
住
所
が
あ

り
対
象
年
齢
に
達
し
た
人
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
検
診
に
よ
り
対
象
年

齢
が
異
な
り
ま
す
）。
検
診
の
種

類
は
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が

ん
（
危
険
度
の
高
い
人
は
喀か

く
た
ん痰
検

査
も
併
せ
て
）、
子
宮
が
ん
、
乳

が
ん
、
前
立
腺
が
ん
で
す
。

＊
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
は
、
土
曜
日
に
も
検
診
を
行

い
ま
す
。

特
定
健
診
（
40
～
74
歳
の
人
）

　

特
定
健
診
は
40
〜
74
歳
の
す
べ

て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
健

診
の
実
施
は
加
入
保
険
者
が
行
う

が
ん
検
診
、
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

診
、
青
年
の
健
診
で
は
希
望
す
る
人

全
員
に
心
電
図
と
眼
底
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

︻
土
曜
日
健
診
・
夜
間
健
診
︼

　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
の
健

診
、
青
年
の
健
診
で
は
、
多
く
の

人
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

土
曜
日
健
診
と
夜
間
健
診
（
実
施

期
間
中
１
日
の
み
）を
行
い
ま
す
。

︻
保
育
サ
ー
ビ
ス
︼

　

お
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
連
れ
で

も
大
丈
夫
。
検
（
健
）
診
を
受
け

て
い
る
間
、お
預
か
り
し
ま
す（
要

予
約
・
無
料
）。

︻
ご
注
意
︼

・ 

各
検
（
健
）
診
と
も
対
象
年
齢

や
日
程
な
ど
の
詳
細
は
毎
戸
に

配
布
さ
れ
る
日
程
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・ 

受
診
票
は
検
診
日
の
約
３
週
間

前
に
郵
送
し
ま
す
。

・ 

検
（
健
）
診
の
希
望
調
査
に
お

い
て
希
望
し
な
か
っ
た
人
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
事
前
に
連
絡
を

く
だ
さ
い
。
受
診
票
を
用
意
し

ま
す
。
乳
が
ん
検
診
を
除
き
、

当
日
の
希
望
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
室
（
緑
川
）

☎
４
６
―
３
３
９
２

税
務
住
民
室
（
三
十
尾
）

☎
４
６
―
２
１
１
９

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
安
心
し
て

受
診
で
き
る
よ
う
、
検
（
健
）
診

中
お
子
さ
ん
の
保
育
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
す
る
子
育
て
教
室
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
、
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
は
半
日
単
位
（
３
時
間
程

度
）
で
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

＊
日
程
、
内
容
な
ど
の
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

保
健
福
祉
室
（
御
園
生
）

☎
４
６
―
３
３
９
２

日本人
の死因

生
活
習
慣
病

生
活
習
慣
病

がん
30.1％
がん
30.1％

心臓病
15.8％
心臓病
15.8％脳卒中

10.7％
脳卒中
10.7％

その他
24.2％
その他
24.2％

肺炎
9.8％
肺炎
9.8％

＊厚生労働省ホームページより
　（平成21年人口動態統計）

自殺
2.7％
自殺
2.7％

老衰
3.4％
老衰
3.4％

不慮の事故
3.3％
不慮の事故
3.3％

日本人の死因のワースト３は、がん、心臓病、
脳卒中です。このうち１位のがんは昭和 56 年以
降死因順位第 1 位となり、全死亡者の３人に１
人はがんで死亡したことになります。

また、２位の心臓病と３位の脳卒中の発症に
は、メタボリックシンドロームが深く関連して
います。
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楽
し
く
歩
こ
う
♪

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

　

町
体
育
協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
を
図
る
た
め
『
町
民
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

３
月
20
日
（
日
）
小
雨
決
行

　
　
　
　

９
時
〜
12
時
30
分

＊
雨
天
の
場
合
は
、
町
体
育
館
で
室
内
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

集
合
場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー

＊
８
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス　

蔵
持
ダ
ム
周
辺

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

＊
高
校
生
以
下
は
無
料
。

申
込
期
日　

３
月
11
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
中
村
、
山
口
）

☎
４
６
―
２
８
６
０

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

　アナログテレビ放送のデジタル化に便乗
した詐欺が発生しています。
　国や放送局がお金を請求することは絶対
にありません。

１．こんな詐欺が増えています。
・業者が地デジ普及のためと集金に来た。
・ 地デジ工事をかたって前金をだまし取ら
れた。
・ 総務省（デジサポ）と名乗る職員が訪問
し費用の請求を受けた。

２．デジサポスタッフは黄色いベストが目印！
　皆さんの地デジ化を支援するため、デジ
サポスタッフがご家庭を訪問しています。
・ デジサポスタッフは、黄色い
ベスト（ユニフォーム）、腕
章、身分証明書（ＩＤ）を身
につけています。
・ お金を請求したり、振込みを
要請することは、絶対にあり
ません。

あれ？おかしい？と思ったら
コールセンターや警察にご連絡を！！！
総務省コールセンター
☎0570-07-0101

　町でも地上放送デジタル化についての相
談に応じています。
　お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ
企画財政室（山田）☎46－2113

『農業者戸別所得補償制度』とは ?
　販売価格が生産費を常に下回っている作物を対象として、
国がその差額を交付し、農業経営の安定を図るものです。 

助成対象は ?
○米（主食用米）…【米の所得補償交付金】（全国一律）  
　生産数量目標（生産調整）に即して主食米を作付すると交
付金が受けられます。 

定額部分
（10 アール当たり） 1万 5千円

変動部分
（10 アール当たり）

販売価格が、標準的販売価格（H18 ～
H20 年産相対価格の平均）を下回った
場合にその差額を基に交付

○戦略作物…【水田活用の所得補償交付金】（全国統一単価）
　水田で麦、大豆、米粉用米、飼料用米などの戦略作物を生
産販売する農業者に交付されます。    

作　　　　物 単価（10 アール当たり）
麦・大豆・飼料作物 3万 5千円
米粉用米・飼料用米・WCS用稲 8万円
そば・なたね・加工用米 2万円
＊その他に、二毛作助成　1万 5千円（10 アール当たり）
　　　　　　産地資金　　未確定

○畑作物…【畑作物の所得補償交付金】（全国一律単価）  
　販売実績がある者または共済加入者で、水田や畑で対象作
物（麦、大豆、てん菜、でん粉原材料ばれいしょ、そば、なたね）
を生産販売する農業者に交付されます。    

＊ 交付金を受け取るためには、交付申請書などの提出が必要
となります。

問い合わせ　千葉農政事務所　　  ☎ 23 － 1205
　　　　　　産業振興室（岩﨑）　☎ 46 － 3397 
cccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccccc

本年 4月から

農業者戸別所得補償制度の本格実施

アナログテレビ放送は
今年７月に終了します

地デジ詐欺にご注意下さい。
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地
震
で
は
、
地
震
の
揺
れ
と
と

も
に
木
造
住
宅
や
塀
が
倒
壊
し
、

家
族
や
近
所
の
住
民
が
建
物
の
下

敷
き
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

隣
に
住
ん
で
い
る
人
が
見
あ
た

ら
な
い
、
身
の
回
り
で
下
敷
き
と

な
っ
た
人
を
発
見
し
た
場
合
は
、

地
域
の
住
民
と
協
力
し
て
、
次
の

よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
ま
ず
、
無
事
を
確
認
し
あ
う

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
、

近
所
で
無
事
か
ど
う
か
確
認
し
あ

い
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
近
所
の
お
年
寄
や
体
の

不
自
由
な
人
、
乳
幼
児
な
ど
、
手

助
け
が
必
要
な
人
の
無
事
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
地
域
で
協
力
し
て
救
助
を

下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
人
や
救

助
を
求
め
て
い
る
人
が
い
る
場
合

は
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
で
、
ス
コ
ッ
プ
、
バ
ー
ル
、
ノ

コ
ギ
リ
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
協
力

し
て
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

３
．
救
助
が
困
難
な
場
合
は

地
域
で
は
救
出
が
困
難
な
場

合
、
消
防
署
に
救
出
を
要
請
し
て

く
だ
さ
い
。

地
震
で
は
、
建
物
の
下
敷
き
や

割
れ
た
ガ
ラ
ス
、
タ
ン
ス
・
棚
か

ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
っ
て
多
数

の
負
傷
者
が
発
生
し
ま
す
。
負
傷

者
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ま
ず
応

急
手
当
を
行
い
、
負
傷
の
程
度
に

あ
わ
せ
て
適
切
な
措
置
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

１
．
応
急
手
当

負
傷
者
が
発
生
し
た
と
き
は
、

住
民
で
協
力
し
て
、
傷
口
の
消

毒
、
止
血
な
ど
応
急
処
置
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
、
救
命
講

習
な
ど
の
応
急
手
当
講
習
に
積
極

的
に
参
加
す
る
と
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

２
．
重
症
の
場
合
は
消
防
署
へ
通
報

重
症
の
場
合
は
消
防
署
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。
建
物
の
下
敷
き
と

な
っ
た
場
合
は
、
軽
症
に
見
え
て

も
、
筋
肉
が
圧
迫
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
に

よ
り
、
緊
急
的
な
処
置
が
必
要
と

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

建
物
の
倒
壊
や
火
災
の
危
険
か

ら
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

安
全
な
空
間
へ
避
難
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
多
数

の
人
が
避
難
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。避
難
が
必
要
な
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
、
お
互
い
助
け
合
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
自
治
会
な
ど
で
ま
と
ま
っ
て

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
最

寄
り
の
避
難
場
所
・
避
難
所
に
自

主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
す
る
と
き
は
、
近

所
の
無
事
を
確
認
し
あ
い
、
自
治

会
な
ど
で
ま
と
ま
っ
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

普
段
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て
、
家
庭
や
自
治
会
な
ど
で

集
合
場
所
や
避
難
経
路
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

２
．
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支

援
を避

難
す
る
と
き
に
は
、
地
域
の

住
民
と
協
力
し
て
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
乳
幼
児
な
ど
の
災
害
時
要

援
護
者
の
無
事
を
確
認
し
、
避
難

の
手
助
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

避
難
す
る
と
き
は
、
貴
重
品
・

飲
料
水
・
非
常
食
料
・
必
需
品
な

ど
を
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。
地
震

直
後
数
日
は
、
飲
料
水
・
食
料
・

生
活
物
資
が
十
分
に
行
き
渡
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
少
な
く
と
も
３
日
間
ぐ
ら
い

は
自
分
で
生
活
で
き
る
だ
け
の
備

蓄
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
備
蓄
が
な
い
場
合
は
、

冷
蔵
庫
や
買
い
置
き
の
食
料
・
飲

料
水
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

長
南
町
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
千

葉
県
の
調
査
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
長
南
町
に
最
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
地
震
「
東
京
湾
北
部
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.3
）」
を
計
画
の
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

風
水
害
編
で
は
、
50
年
に
1
回
程
度
起
こ
る
大
雨
に
よ
り
、
河
川

が
は
ん
濫
し
た
場
合
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

地震が
発生したら

❶
建
物
・
塀
が
倒
壊

長
南
町
で
大
き
な
地
震
が
発
生

し
た
と
き
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地
震
に
備
え

て
、
普
段
か
ら
何
を
準
備
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

避難場所 避難所

長南中学校
長南小学校
豊栄小学校
東 小 学 校
西 小 学 校
陸上競技場

中央公民館
長南中学校
長南小学校
豊栄小学校
東 小 学 校
西 小 学 校

❷
負
傷
者
が
発
生
し
た
ら

❸
ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば
よ
い
か
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近
年
、
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に

洪
水
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

長
南
町
で
は
、
昭
和
47
年
の
暴

風
雨
以
来
、
大
き
な
風
水
害
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
集

中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
は
ん
濫

や
、
土
砂
崩
れ
の
発
生
に
よ
る
災

害
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

激
し
い
雨
が
降
り
、
土
砂
災
害

の
危
険
が
高
ま
り
、
河
川
が
あ
ふ

れ
た
り
す
る
状
況
に
な
っ
た
ら
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
風
水
害
の
場
合
、
町
か
ら
避
難

勧
告
・
指
示
な
ど
の
情
報
が
発
表

さ
れ
ま
す
が
、
基
本
は
危
険
だ
と

思
っ
た
ら
自
ら
が
判
断
し
て
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
自
主
避
難

大
雨
の
情
報
、
気
象
台
か
ら
の

情
報
で
、
危
険
だ
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
自
主
的
に
避
難
所
に
避

難
し
、
隣
近
所
に
も
声
を
か
け
、

避
難
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
町
か
ら
の
避
難
情
報
に
よ
り

避
難
開
始

町
で
は
、
避
難
準
備
情
報
・
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
の
３
段
階
の

避
難
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

４
．
地
震
発
生
後
３
日
間
は
、
家

庭
内
備
蓄
で

普
段
か
ら
家
庭
内
で
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰
、
乾
パ
ン

な
ど
の
飲
料
水
・
食
料
や
身
の
回

り
の
用
品
を
備
蓄
し
、
地
震
発
生

か
ら
３
日
間
は
、
家
庭
内
備
蓄
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

５
．
飲
料
水
は
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て

断
水
し
た
場
合
は
、
避
難
所
で

飲
料
水
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
給
水
を
受
け
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
バ
ケ
ツ
、
桶
、

ビ
ニ
ー
ル
容
器
な
ど
を
持
っ
て
集

ま
り
ま
し
ょ
う
。

 

大雨が
降ったら

気
象
台
や
県
な
ど
か
ら
、
大
雨

や
河
川
の
水
位
な
ど
の
危
険
情
報

が
発
表
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
激
し
い
雨
が
降
っ
て

い
る
と
き
な
ど
、
自
ら
が
情
報
を

知
る
行
動
を
お
こ
す
こ
と
が
重
要

で
す
。

１
．
心
配
に
な
っ
た
ら
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
入
手

大
雨
が
降
り
続
き
、「
少
し
心

配
だ
」
と
思
っ
た
ら
、
自
分
で
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
か
ら
情
報
を
入
手

し
ま
し
ょ
う
。

気
象
台
で
は
、
風
水
害
や
土
砂

災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
に

警
報
や
注
意
報
、
気
象
情
報
な
ど

の
防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
注
意
や

警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

２
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
情
報

収
集千

葉
県
の
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
雨
量
・
水
位
の
観
測
情
報
や

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
�http://w

w
w.

bousai.pref.chiba.lg.jp/portal/
index.htm

l

）。

❶
危
険
情
報
を
入
手

❷
い
つ
避
難
す
れ
ば
よ
い
か

各種防災気象情報のタイミングの例



一般行政職の初任給・平均年齢・平均給料月額など（平成22年４月１日現在）

区　　分
初任給

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
大学卒 高校卒

長南町 172,200円 140,100円 42.5歳 309,579円 344,654円
千葉県 178,800円 144,500円 44.1歳 355,669円 443,531円

国 172,200円 140,100円 41.9歳 325,521円 ―
・「平均給料月額」は、職員の基本給の平均です。
・「平均給与月額」は、給料月額と扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの合計額です。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成22年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 242,750円 275,375円 302,640円
高校卒 201,325円 243,200円 283,000円

一般行政部門の級別職員数（平成22年4月1日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事補 ･技師補 11人 11.3％
２ 級 主事 ･技師 9人 9.3％
３ 級 主任主事・主任技師 31人 32.0％
４ 級 副主査 14人 14.4％
５ 級 主査 7人 7.2％
６ 級 副主幹 9人 9.3％
７ 級 室長・主幹 12人 12.4％
8 級 課長 4人 4.1％

合　　　　　　　計 97人 100.0％
・長南町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
・職員数は部門別職員数の一般行政部門の職員数です。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
・室長には、事務局長などを含みます。

部門別職員数の状況（各年 4月 1日現在）

区分
部門

職　員　数（人） 対前年
増減数平成 21 年 平成 22 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 2 2
総　務 29 32 3
税　務 7 6 ▲ 1
農林水産 8 7 ▲ 1
商　工 2 2
土　木 10 10
民　生 26 26
衛　生 12 12
計 96 97 1

教育部門 26 24 ▲ 2
小　計 122 121 ▲ 1

会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 1 1
その他 21 18 ▲ 3
小　計 22 19 ▲ 3

合計 144
［165］

140
［160］

▲ 4
［▲ 5］

・[     ] 内は、条例定数の合計です。
・職員数には、特別職（町長、副町長）、教育長と長生郡市広
域市町村圏組合への派遣者は含みません。

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。 

 
 

　

職
員
の
給
与
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
の
給
与
を

踏
ま
え
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

給
与
の
公
表

42億2,875万3千円42億2,875万3千円

歳出総額歳出総額

給料
4億5,742万4千円
給料
4億5,742万4千円

町長・議長などの
特別職に支給される
給料など
1億2,823万8千円

町長・議長などの
特別職に支給される
給料など
1億2,823万8千円

10億9,875万1千円10億9,875万1千円 人件費率
（25.98％）
＊20年度11億717万9千円（28.26％）

人件費（平成21年度普通会計決算）

人件費人件費

期末・勤勉手当
などの手当
2億2,127万7千円

期末・勤勉手当
などの手当
2億2,127万7千円

共済費など
2億9,181万2千円
共済費など
2億9,181万2千円
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職員手当（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区
　
分

手当名 内容と支給単価

平成 21 年度決算

支給実績
支給対象職員
１ 人当たり

平均支給年額

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

扶養
手当

配偶者…13,000 円
配偶者のいない者の

1人目…11,000 円
その他…6,500 円
特定期間の加算…5,000 円

1,599万3千円 231,768円 

住居
手当

職員の居住する借家
11,000 円～ 27,000 円

自宅…1,000 円（新築・購入した場
合は5年を経過するまでは2,500円）

523万9千円 127,761円 

通勤
手当

通勤距離片道 2ｋｍ以上
2,500 円～	 	 873万8千円 67,209円 

管理職
手当

課長…10％
室長・主幹…8％
副主幹…6％

852万5千円 284,149円 

勤
務
の
実
績
で
支
給

時間外
勤務手当 勤務時間外に勤務した場合の手当 836万8千円 85,387円 

特殊勤務
手　　当

ガス主任技術者に対する手当、
事故などに対応する待機者に
対する手当など

66万6千円 95,143円 

宿日直
手　当 １回…4,200 円 667万4千円 66,077円 

臨
時
に
支
給

期末手当
勤勉手当

期末手当・・・3.0 月分
勤勉手当・・・1.5 月分
職務上の段階、職務の級などに
よる加算措置有

1億9,566万
4千円 1,368,277円 

退職手当

	（支給率）	 （自己都合）	（勧奨・定年）
	勤続 20 年	 23.5 月分	 30.55 月分
	勤続 25 年	 33.5 月分	 41.34 月分
	勤続 35 年	 47.5 月分	 59.28 月分
	最高限度額	 59.28 月分	 59.28 月分

2億1,492万
4千円 21,492,367円 

定員管理の数値目標
平成１７年４月１日に定めた定員管理の数値目標です。

平成17年
4月1日
職員数

平成22年
4月1日
職員数

純減数 純減率

166人 156人 10人 約6.0％

採用・退職者数（平成 21 年度）

区　分 採用者数 退職者数
人　数 2人 11 人

・採用者数・退職者数には、他団体への派遣�および
任期満了により復帰した職員数も含みます。

勤務時間
（平成 22 年 4 月 1 日現在）
開始時刻 終了時刻
8:30 17:15

休　憩
12:00 ～ 13:00

職員の分限と懲戒処分（平成 21 年度）

分限処分
降任 免職 休職 降給

1人

懲戒処分
戒告 減給 停職 免職 訓告など

7 人
・地方公務員制度実態調査に準じ、同一職員が複数
回の処分を付された場合は重複して計上しています。

育児休業と部分休業（平成 21 年度）

区　分
育児休業 部分休業
取得
者数

うち両休業
取得者数

取得
者数

男性職員 − − −
女性職員 1人 − −

計 1 人 − −

年次休暇
（平成 21 年度）

平均使用
日数 消化率

8.6 日 21.9%

特別職の給料などの状況（平成 22 年 4 月 1 日現在）

区分 給料・
報酬月額

期末手当
（平成21年度

支給割合）

退職手当
（支給時期は任期毎）

町　長 788,000円

4.15 月分

町　長 在職月数×45/100
17,020,800円

副町長 639,000円 副町長 在職月数×25/100
7,668,000円

教育長 577,700円 教育長 在職月数×20/100
5,539,200円

議　長 284,000円
4.15 月分副議長 237,000円

議　員 213,000円
・教育長については、期末手当と勤勉手当の合計月数です。

年齢別職員構成（平成22年4月1日現在）

年齢
20
歳
未
満

20
〜
23

24
〜
27

28
〜
31

32
〜
35

36
〜
39

40
〜
43

44
〜
47

48
〜
51

52
〜
55

56
〜
59

60
歳
以
上
計

職
員
数（
人
）

平
成
22
年

1 4 10 8 24 10 11 10 21 23 18 0 140
平
成
17
年

0 1 8 26 16 10 9 24 29 33 9 0 165

職
員
研
修
実
施
状
況

　

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
に
よ
る
階
層
別
研
修
、
研
修
機
関

（
千
葉
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
）
に
よ
る

専
門
研
修
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

勤
務
成
績
の
評
定
の
概
要
お
よ
び
結
果
の
活
用
状
況

　

職
員
の
執
務
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
能
力
や
実
績
な
ど
に
関
し
て
勤

務
成
績
の
評
定
を
行
い
、
そ
の
評
定
結
果
を
勤
勉
手
当
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益
の
保
護
の
状
況

　

職
員
の
定
期
健
康
診
断
で
は
、
結
核
検
診
１
３
０
人
、
成
人
病
予
防

検
査
86
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
務
災
害
補
償
関
係
で
は
、
公
務
災
害
、
通
勤
災
害
と
も
に

該
当
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

千
葉
県
市
町
村
公
平
委
員
会
か
ら
の
業
務
の
状
況
報
告

　

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
係
る
事
項
、
不
利
益
処
分
に
関

す
る
不
服
申
立
に
関
す
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
室
（
手
嶋
）
☎
４
６
―
２
１
１
１

9
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地
域
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
企
画
財
政
室
企
画
広
報
班　

☎
４
６
ー
２
１
１
３

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26
日
、
町
文
化
財
審
議
会
委

員
と
西
消
防
署
職
員
で
町
内
の
文
化
財
の
防
火
設
備
な
ど

を
巡
回
し
確
認
し
ま
し
た
。

　

１
年
で
最
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
期
、
大
切

な
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

・
文
化
財
防
火
デ
ー
…
文
化
財
を
火
災
や
震
災
、
そ
の
他

の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
国
民
の
文
化
財
に
対
す
る

愛
護
の
気
持
ち
を
高
め
る
事
を
目
的
で
１
９
５
５
年
（
昭

和
30
年
）
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
講
演
会
が
１
月
29
日
に
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
１
５
２
人
。「
〜
あ
な
た
ら
し
く
輝
い

て
〜
優
し
い
言
葉
・
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
」
と
題
し
、
講

談
師
の
一い

ち
り
ゅ
う
さ
い
は
る
み

龍
斎
春
水
さ
ん
が
26
歳
と
い
う
若
さ
で
自
ら
こ

の
世
を
去
っ
た
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
を
み
す
ゞ

の
詩
に
感
情
を
お
り
ま
ぜ
、
私
た
ち
の
心
に
し
み
る
講
談

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
講
演
会
を
聞
い
た
人
は
「
癒

さ
れ
ま
し
た
」「
講
談
に
興
味
が
あ
っ
て
き
ま
し
た
。
聞
い

て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
満
足
げ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

化
財
を
守
る

文
文
化
財
防
火
デ
ー

子
み
す
ゞ
の
生
涯
を
講
談
で

金
人
権
講
演
会

長
南
保
育
所
の
給
食
で
は
、
季
節
ご
と
の
行
事
に
ち
な

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。
２
月
３
日
の
節
分
に

は
、食
パ
ン
や
焼
き
そ
ば
、ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
を
使
っ
た「
赤

お
に
く
ん
サ
ン
ド
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

給
食
の
時
間
に
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
園
児
た
ち

は
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
「
お
い
し
い
！
」
と
夢
中
に
な
っ

て
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
町
管
理
栄
養
士
に
話
を
聞
く

と
「
子
ど
も
達
は
、
食
事
を
見
て
喜
ぶ
と
食
が
進
み
ま
す
。

毎
日
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
な
と
思
い
な
が
ら
作
り
続
け

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
日
、
手
作
り
の
給
食
を
食
べ
て
い
る
園
児
た
ち
は
、

給
食
を
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
楽
し
む
給
食

目
保
育
所
給
食

文化財の防火設備を一つずつ確認（笠森観音にて）。

愛情たっぷりの給食を食べる園
児たち。

食べるのがもったいない
位かわいらしい「赤おに
くんサンド」。

会場がいっぱいに。 聞いている人の心をつかむ
講演会でした。
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お
や
こ
雪
国
体
験
ツ
ア
ー
が
２
月
４
日
〜
６
日
の
２
泊

３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
親
子
24
人
を
乗
せ

た
バ
ス
は
夜
出
発
し
、
一
路
、
新
潟
県
妙
高
高
原
を
目
指

し
ま
し
た
。
早
朝
に
目
的
地
に
到
着
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
達
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、
早
速
雪
国
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
積
雪
量
も
多
く
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
毎
年
恒
例
の
ス
キ
ー
教
室
で
は
、
全
員
が
滑
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

銀
の
世
界
へ

白
お
や
こ
雪
国
体
験
ツ
ア
ー

宿泊した国立妙高青少年自然の家の前で。

　

各
小
学
校
で
は
、
６
年
生
を
対
象
に
職
場
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目
的
は
『
仕
事
に
取
り

組
む
大
人
の
姿
勢
を
観
察
す
る
。
大
人
が
仕
事
に

か
け
る
情
熱
を
感
じ
取
る
。
働
く
こ
と
や
職
業
、

将
来
の
夢
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
』で
す
。

　

そ
の
職
場
体
験
が
１
月
27
日
に
豊
栄
小
学
校

で
、
２
月
７
日
に
は
長
南
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ど
の
職
場
で
も
、
仕
事
に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ

る
よ
う
に
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

【
豊
栄
小
学
校
編
】

　

消
防
署
で
職
場
体
験
し
て
い
る
４
人
を
取
材

し
て
き
ま
し
た
。
４
人
は
消
防
服
を
着
て
放
水

訓
練
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
消
防
服
を
着
た

感
想
を
聞
く

と
「
重
い
け

ど
温
か
い
で

す
」
と
話
し
、
あ
こ
が
れ
の
服
を
着
た
児
童
た

ち
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
な
ぜ
消
防
署
で
職
場
体
験
を
し
た

か
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
の
質
問
に
は
「
消
防

自
動
車
が
か
っ
こ
い
い
か
ら
」「
人
を
助
け
る

の
が
か
っ
こ
い
い
か
ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

職
場
体
験
中
も
緊
急
出
動
の
無
線
が
館
内
に

流
れ
た
り
と
、
緊
張
感
の
あ
る
厳
し
い
職
場
で

あ
る
こ
と
を
児
童
た
ち
は
感
じ
取
っ
て
い
ま
し

た
。

や
希
望
に
一
歩
近
づ
く

夢
職
場
体
験

【
長
南
小
学
校
編
】

　

役
場
広
報
担
当
に
職
場
体
験
に
来
た

安
田
渉
さ
ん
。
同
級
生
が
職
場
体
験
を

し
て
い
る
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

次
の
文
章
は
、
職
場
体
験
の
成
果
と

し
て
安
田
さ
ん
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

Ｑ
．
ど
う
し
て
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
職
場
体
験
を
し
た
か
っ
た
の
で

す
か
？

Ａ
．
接
客
業
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ａ
．
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
か
ら
で
す
。

Ｑ
．
今
し
て
い
る
仕
事
（
掃
除
）
は
、
ど
う
で
す
か
？

Ａ
．
思
っ
た
よ
り
、
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
．
仕
事
を
し
て
み
た
感
想
は
？

Ａ
．
意
外
と
大
変
で
し
た
。

職
場
体
験
を
し
て
み
て

　

兄
に
「
将
来
に
絶
対
役
立
つ
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
役

場
に
職
場
体
験
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
を
持
っ
た
と
き
、
ち
ゃ
ん
と
撮
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
と
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
っ
て
い
い
写
真
が
撮
れ

ま
し
た
。

水圧に負けないように踏ん張って（豊栄小学校）。

商品の移し替え。値段と商品を間違えない
ように（長南小学校）。
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イチゴのミルクレープ

イ
チ
ゴ（
12
〜
３
月
）

主
な
生
産
地　

茂
原
、一宮
、白
子
、睦
沢

種
類　

 

ふ
さ
の
か
、と
よ
の
か
、紅
ほっぺ
、

　
　
　

あ
き
ひ
め
、ア
イ
ベ
リ
ー
他

ユニ
ー
ク
な
名
前

　

イ
チ
ゴ
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
が
多
い
よ
う
で

す
。「
あ
か
い
」「
ま
る
い
」「
お
お
き
い
」「
う
ま

い
」を
略
し
た
博
多
の「
あ
ま
お
う
」や
白
い
イ

チ
ゴ
と
し
て
話
題
の
山
梨
の「
初
恋
の
香
り
」、

１
つ
食
べ
る
と
も
う
１
つ
食
べ
た
く
な
る
宮
城
の

「
も
う
いっこ
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
千
葉
県
生
ま
れ
の「
ふ
さ
の
か
」は
果

汁
が
た
っぷ
り
。イ
チ
ゴ
の
味
と
か
け
は
な
れ
た
フ

ル
ー
ツ
の
味
で
、収
穫
量
が
少
な
い
た
め
に
希
少

価
値
の
あ
る
イ
チ
ゴ
で
す
。

ど
う
し
て
イ
チ
ゴ
は
赤
い
？

　

植
物
は
次
の
世
代
を
残
す
た
め
に
、種
を
つ
く
り

広
い
範
囲
に
分
布
し
て
生
き
残
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

果
実
が
熟
し
赤
く
目
立
つ
色
に
な
る
こ
と
で
、

動
物
や
鳥
に
食
べ
ら
れ
、種
が
遠
く
ま
で
運
ば

れ
、そ
の
先
で
フ
ン
と
一
緒
に
体
外
に
出
さ
れ
芽

を
出
し
ま
す
。だ
か
ら
、イ
チ
ゴ
は
動
物
に
食
べ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、甘
く
て
お
い
し
く
目
立
つ

色
に
熟
す
の
で
す
。

イ
チ
ゴ
の
種
は
ど
こ
に
あ
る
？

　

果
実
は
種
子
を
守
り
、効
率
よ
く
種
を
分
布

す
る
た
め
に
、果
実
の
中
か
ら
種
子
が
出
て
き
ま

す
。で
も
イ
チ
ゴ
を
切
って
も
中
か
ら
種
子
は
出

て
き
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、食
用
と
す
る
赤
い
部
分
は
果
実
で

は
な
く
、花
を
支
え
て
い
た
部
分（
花か

た
く托

）が
発

達
し
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。じ
つ
は
表
面
に
つ
い

て
い
る
小
さ
な
ツ
ブ
こ
そ
が
イ
チ
ゴ
の
果
実
で
あ

り
、種
子
は一つ一つ
の
ツ
ブ
の
中
に
入
って
い
る
の
で

す
。

イ
チ
ゴ
の
栄
養

　

イ
チ
ゴ
の
代
表
的
な
栄
養
素
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
、レ
モ
ン
を
は
る
か
に
上
回
る
量
が
含
ま
れ

て
お
り
、中
程
度
の
大
き
さ
の
イ
チ
ゴ
を
７
〜
８

粒
食
べ
れ
ば
、１
日
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
必
要
量
を
十

分
に
取
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
肌
や
皮
膚
を
若
々
し
く
保
つ
美

肌
効
果
に
加
え
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
を
促
し
、シ

ワ
を
予
防
す
る
作
用
や
メ
ラ
ニ
ン
の
生
成
を
抑
え

シ
ミ
を
予
防
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。加
え
て

ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
、風

邪
の
予
防
や
近
年
で
は
が
ん
を
予
防
す
る
栄
養

素
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
イ
チ
ゴ
に
は
、下
痢
や
便
秘
を
防
ぐ
な
ど

整
腸
作
用
を
持
つ
水
溶
性
の
食
物
繊
維
の
ペ
ク

チ
ン
や
、虫
歯
予
防
効
果
の
あ
る
キ
シ
リ
ト
ー
ル

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
掲
示
板

保
健
セ
ン
タ
ー
掲
示
板

足
の
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う

ー
長
生
地
域
の
農
林
畜
産
物
を
食
べ
て
元
気
に
な
ろ
う
ー

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
す

地
域
の
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
す

生クリームとの
相性はバッチリ！

　

足
は
〝
第
２
の
心
臓
〞
と
言
わ
れ
て
い
て
血

液
を
心
臓
に
戻
す
役
割
が
あ
る
と
て
も
重
要
な

部
分
で
す
。
今
回
は
足
の
ケ
ア
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

観
察
し
て
み
よ
う

　

皮
膚
の
色
や
状
態
は
い
つ
も
と
変
わ
り
ま
せ

ん
か
。
痛
み
や
か
ゆ
み
、
ま
た
は
腫
れ
た
り
、

む
く
ん
だ
り
、
傷
口
が
治
り
に
く
い
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
足
だ
け
で
は
な
く
、
体
全
体

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
際
の
ケ
ア

　

基
本
的
に
は
足
先
か
ら
か
か
と
、
ひ
ざ
、
足

の
付
け
根
の
順
に
体
幹
に
む
か
っ
て
ケ
ア
し
て

い
き
ま
す
。
皮
膚
疾
患
や
糖
尿
病
の
あ
る
人
は

主
治
医
に
相
談
し
、
弱
い
力
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

ま
し
ょ
う
。

①
足
を
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う

　

指
と
指
の
間
の
洗
い
残
し

は
、
に
お
い
や
水
虫
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
毎
日
洗

っ
て
、
よ
く
乾
か
し
ま
し
ょ

う
。
爪
も
こ
ま
め
に
切
り
ま

し
ょ
う
。

〈材料　1人分　267kcal〉

〈作り方〉
① ボウルにＡをふるい入れ、卵を加えて混ぜ合わせる。
②①に牛乳の半量、溶かしバターを加えてよく混ぜ合わせ、残
りの牛乳、バニラエッセンスを加え、生地を30分休ませる。

③フライパンにペーパータオルで薄く油をぬり、中火にかけ
る。②の生地をお玉１杯分くらい流し入れ、フライパンを回
して一面に広げる。

④フチが乾いてきたら竹串でまわりをなぞり裏返し、10秒位焼き取
り出す。同様にすべて焼き、皿にとってふきんをかけて冷ます。

⑤イチゴ10粒は粗みじん切りにし、残りは飾り用にする。
⑥ボウルにＢを入れ８分立てのホイップクリームを作る。
⑦クレープ１枚を広げ、クリームを塗り、粗みじんに切ったイ
チゴを適量散らし、クレープを重ねる。これを交互に繰り返
し、一番上に残りのクリームとイチゴを飾る。

バニラエッセンス 少々
イチゴ 20 粒

Ｂ　生クリーム 1カップ　　砂糖 40g
サラダ油 少々

卵 2 個

Ａ　小麦粉 100g
　　砂糖 30g
牛乳 250㏄
バター 30g
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・くじけないで	 柴田トヨ
・アリアドネの弾丸	 海堂尊
・雨心中	 唯川恵
・雪姫	 寮美千子
・チベットのラッパ犬	 椎名誠
・Ｎのために	 湊かなえ
・愛のスパルタ料理塾	 林裕人
・女たちの明治維新	 鈴木由紀子
・どんぐりむらのぼうしやさん	

なかやみわ
・ルラルさんのたんじょうび

いとうひろし
・おおきな木

シェル・シルヴァスタイン
・スプーンくん
エイミー・クラウス・ローゼンタール

図書室一時閉鎖
　蔵書点検のため、３月 14
日㈪～ 18 日㈮の期間、図書
室を一時閉鎖します。
　ご不便をおかけいたします
が、ご協力をお願いします。

＊図書室は、年末年始を除き、
土、日曜日、祝日も利用でき
ます。
　
問い合わせ
生涯学習室（鈴木）
☎４６－１１９４

保
健
セ
ン
タ
ー
掲
示
板

保
健
セ
ン
タ
ー
掲
示
板

中央公民館
図書室購入
図書リスト

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

②
足
指
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う

　

足
指
を
１
本
ず
つ
数
回
さ

す
っ
た
後
、
指
を
引
っ
ぱ
り

な
が
ら
軽
く
回
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

③
足
の
甲
や
足
裏
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
し
ょ
う

　

足
の
甲
は
骨
に
沿
っ
て
、
足
の
裏
は
つ
ぼ
押

し
の
要
領
で
、
気
持
ち
が
い
い
と
感
じ
る
く
ら

い
の
力
で
さ
す
っ
た
り
、
押
し
た
り
し
ま
し
ょ

う
。
血
行
が
良
く
な
り
、
足
全
体
が
温
か
く
な

っ
て
く
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
冷
え
性
や
し
も

や
け
な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

運
動
を
取
り
入
れ
よ
う

　

足
の
状
態
が
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
運
動
や
か
か
と
上
げ
や

ス
ク
ワ
ッ
ト
と
い
っ
た
筋
力
を
高
め
る
運
動
を

プ
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
。
全
身
の
血
行
を
よ
く
す

る
た
め
に
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

町
の
運
動
教
室
に
参
加
さ
れ
て
い
る
人
は
、

足
の
ケ
ア
を
毎
日
続
け
る
と
「
む
く
ま
な
く
な

っ
た
」「
足
や
体
が
軽
く
感
じ
る
」、「
転
び
に

く
く
な
っ
た
」
な
ど
の
良
い
効
果
が
表
れ
、
体

の
調
子
が
良
く
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

毎
日
続
け
て
、
春
を
軽
や
か
に
過
ご
し
た
い
で

す
ね
。

路
傍
で
よ
く
見
ら
れ
る
石
仏
に
馬
頭

観
音
像
が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
も
前
号

の
旧
棒
坂
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
場

所
で
見
ら
れ
ま
す
。
馬
頭
観
音
は
六
観

音
の
一
つ
で
、「
馬
が
草
を
食
い
尽
く

す
が
如
く
」
人
々
を
く
ま
な
く
煩ぼ

ん
の
う悩
か

ら
解
き
放
ち
救
済

す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
穏
や
か
な

表
情
の
他
の
観
音

菩
薩
と
は
異
な
り
、
そ
の
多

く
は
怒
り
の
形
相
を
あ
ら
わ

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
名
の
と

お
り
頭
上
に
は
馬
頭
を
戴
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
、
や
が
て
民
間
信
仰
で

は
馬
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
か
つ
て
馬
は
人
や
物
の

輸
送
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た

が
、
路
傍
に
建
て
ら
れ
た
馬
頭
観
音
像

は
、
通
行
す
る
人
馬
の
道
中
安
全
を
願

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

死
ん
だ
馬
を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

旧
棒
坂
は
街
道
の
難
所
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
て
、
距
離
は
短
い
も
の

の
、
泥
岩
層
が
路
面
に
露
出
し
て
い
る

の
で
滑
り
や
す
く
、
特
に
雨
の
日
や
雨

上
が
り
の
下
り
は
、
馬
に
と
っ
て
確
か

に
難
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
情
景
を
現
代
の
一
般
的
な

馬
で
あ
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
で
想
像
す
る

こ
と
は
ま
ち
が
い
で
す
。
大
型
の
競
走

馬
で
あ
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
体
格
に
比

べ
て
足
が
細
く
、
滑
り
や
す
い
急
坂
を

下
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
江
戸

時
代
ま
で
の
日
本
馬
は
体
格
が
小
さ
い

「
ポ
ニ
ー
」
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
馬

は
小
型
の
割
に
力
が
強
く
、
脚
も
丈
夫

で
骨
折
し
に
く
か
っ
た
の
で
、
険
し
い

悪
路
で
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。明

治
時
代
に
は
道
路
改
良
が
進
み
、

輸
送
手
段
と
し
て
馬
の
需
要
は
ま
す

ま
す
高
ま
り
ま
し
た
。
棒
坂
も
新
道

が
開
通
し
、『
長
南
町
史
』
に
よ
れ

ば
、
明
治
三
十
九
年
に
は
月
に
延
べ

二
〇
〇
台
以
上
の
荷
馬
車
と
七
五
〇

頭
の
駄
馬
が
通
行
し
、
翌
年
に
は
乗

合
馬
車
の
運
行
も
始
ま
り
ま
し
た
。

明
治
四
十
一
年
に
は
馬
へ
の
謝
意
を

表
し
、
長
南
町
運
送
組
合
が
中
心
と

な
り
熊
野
神
社
（
長
南
）
に
馬
頭
観

世
音
碑
を
建
立
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
正
末
頃
に
自
動
車
が
普
及
し

始
め
る
と
、
や
が
て
馬
の
姿
は
道
路

か
ら
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

馬
頭
観
音
と
馬

（
町
資
料
館　

風
間
俊
人
）

旧棒坂の馬頭観音像は穏や
かな表情をしている。

～
路
傍
の
歴
史
遺
産
を
訪
ね
て
⑥
～

・
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・
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

・
医
療
費
の
領
収
証

・
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ
（
申
請
先
）

保
健
福
祉
室
（
齊
藤
（
美
））

☎
４
６
―
３
３
９
２

イ
ノ
シ
シ
駆
除
作
業
を
実
施

　

三
町
合
同
捕
獲
隊
（
睦
沢
町
、

長
柄
町
、
長
南
町
）
が
銃
に
よ
る

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
作
業
を
実
施
し

ま
す
。
当
日
は
危
険
で

す
の
で
「
山
に
入
ら
な

い
」
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

実
施
場
所

３
月
13
日
（
日
）
小
生
田
、

市
野
々
、
笠
森
、

深
沢

 

実
施
時
間　

８
時
〜
16
時

＊
実
施
の
有
無
は
防
災
行
政

無
線
で
放
送
し
ま
す
。

＊
実
施
場
所
は
当
日
の
状
況
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

地
域
整
備
室
（
高
徳
、
糸
井
）

☎
４
６
―
２
１
１
４

● 

お
し
ら
せ 

●

　町では、国が発した緊急情報を受信し、自動で防災行政無線を起
動させて放送する「全国瞬時警報システム」の運用を４月１日から
開始します。
　家庭や地域、職場などで放送が流れたときの行動を確認しておき
ましょう。

全国瞬時警報システム（J- アラート）とは？
　気象庁が発表する自然災害情報や消防庁からの武力攻撃事態な
どに関する国民保護情報などの緊急情報を人工衛星を経由して受
信し、町の防災行政無線を自動的に起動することにより、24 時間
体制で放送するシステムです。
お知らせする情報
　全国瞬時警報システムにより町では次の項目の情報が放送され
ます。 
自然災害情報
１．土砂災害警戒情報 　　　２．緊急地震速報 など 
国民保護情報
１．弾道ミサイル情報 　　　２．航空攻撃情報 
３．緊急に住民に伝達することが必要な国民保護に関する情報な
ど
注意事項
　これらの情報は、24 時間自動的に放送するシステムのため、真
夜中でも放送されますので、ご了承ください。 
 
問い合わせ　総務室（山本）☎４６―２１１１

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
21
年
４
月
以
降
に
受
診
し

た
健
康
保
険
適
用
範
囲
内
の
入

院
・
通
院
・
調
剤
に
か
か
っ
た
医

療
費
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
払

い
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
高
額

医
療
費
・
付
加
給
付
金
は
除
く
）。

　

２
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請

が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
助
成
対
象
外
に
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

　所得税・住民税の申告は３
月15日㈫までです。
　まだ申告が済んでいない人
はお早めに。

全国瞬時警報システム（J-アラート）
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

町
で
は
、
平
成
20
年
９
月
か
ら

県
・
市
町
共
同
に
よ
り
、「
ち
ば

電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
（
以

下
、「
電
子
申
請
」
と
い
う
。）」

を
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
電
子

申
請
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
を
目

的
と
し
て
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
新
し
い
電
子

申
請
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

現
行
の
電
子
申
請
は
次
の
と
お

り
、
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

現
行
電
子
申
請
の
受
付
終
了
日
時

３
月
24
日
（
木
）
18
時

現
行
電
子
申
請
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
日
時

３
月
31
日
（
木
）
18
時

新
電
子
申
請
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
時

４
月
１
日
（
金
）
９
時

＊
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
室
（
渡
邉
（
哲
））

☎
４
６
―
２
１
１
３
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献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
献
血
バ
ス
が

来
ま
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
す
る
人
の
生
命

を
救
う
た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日　

時　

３
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
室
（
齊
藤
（
美
））

☎
４
６
―
３
３
９
２

消
費
者
、
米
・
米
加
工
品
を
取
扱
う

業
者
お
よ
び
飲
食
店
の
皆
さ
ん
へ

産
地
情
報
の
伝
達
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す

　
「
米
穀
等
の
取
引

等
に
係
る
情
報
の

記
録
及
び
産
地
情

報
の
伝
達
に
関
す

る
法
律
」（
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

法
）
が
、
昨
年
10
月
か
ら
取
引
き

な
ど
の
記
録
・
保
存
部
分
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
１
日

か
ら
は
産
地
情
報
の
伝
達
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
包
装
な
ど
に
も

産
地
情
報
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

関
東
農
政
局
千
葉
農
政
事
務
所

米
穀
流
通
監
視
チ
ー
ム

☎
０
４
３
―
２
２
４
―
５
６
１
５

武
道
教
室
生
募
集

　

伝
統
あ
る
武
道
を
通
じ
て
、
健

全
育
成
と
精
神
鍛
錬
に
武
道
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
は
町
体
育
協
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

各
教
室
の
練
習
日
と
時
間
、
場

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
柔
道
教
室
︼

月
・
水
・
金
曜
日

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

中
学
校
尚
武
館

︻
剣
道
教
室
︼

火
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

町
体
育
館

金
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

中
学
校
尚
武
館

︻
空
手
道
教
室
︼

火
曜
日　

19
時
〜
20
時
30
分

土
曜
日　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

中
学
校
尚
武
館

入
会
金
・
保
険
料
な
ど

高
校
生
未
満　
　

１
，
５
０
０
円

高
校
生
以
上　
　

２
，
０
０
０
円

申
込
期
日　

４
月
13
日
（
水
）

申
込
方
法　

入
会
金
を
持
参
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
中
村
、
山
口
）

☎
４
６
―
２
８
６
０

● 

募　
　
集 

●

産地
情報
産地
情報
長南町産

総務省統計局より人口速報値
が公表されました。
ご回答ありがとうございまし
た。

長南町　（　）内は前回調査との差
人　口　9,074 人　（－ 750 人）
世帯数　2,818 世帯（－ 40世帯）
＊ 速報値ですので確定値と異
なる場合があります。

問い合わせ
企画財政室（山田）
☎ 46 － 2113

平成22年 国勢調査

大
木
公
夫
さ
ん
（
長
南
）

茂
原
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状

　

朝
、
小
学
生
と
中
学
生
が
通
学
す
る
時
間
帯
に
長
南
小
学
校
入
口
付

近
な
ど
２
カ
所
で
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
子
ど
も
達
の
見

守
り
活
動
を
し
て
い
る
大
木
公
夫
さ
ん
に
、
茂
原
警
察
署
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
交
通
事
故
を
出
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
時
に
は
中
学
生

に
自
転
車
の
乗
り
方
を
教
え
る
事
も
あ
り
ま
す
よ
。
時
間
さ
え
あ
れ
ば

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
達
に
元

気
が
あ
る
か
、
悩
み
ご

と
が
な
い
か
ど
う
か
も

見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

「毎日見守ることが大
切」。感謝状とともに。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

江
澤
久
良
さ
ん
（
芝
原
）
平
成
23
年
２
月
受
章

　

昭
和
54
年
４
月
か
ら
３
期
12
年
、
町
議
会
議
員
と
し
て
町
の
発
展
の

た
め
に
貢
献
さ
れ
た
江
澤
さ
ん
。

　

農
業
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
時
代
に
即
応
し
た
機
械
化
、
経

営
の
合
理
化
を
図
る
な
ど
農
業

生
産
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安

定
に
尽
力
し
地
域
農
業
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

日　

程　

原
則
第
４
水
曜
日

＊
10
月
は
第
４
木
曜
日
、
11
月
・

３
月
は
第
３
木
曜
日
、
12
月
は
第

３
月
曜
日

対
象
者　

40
歳
以
上
の
人

募
集
人
数　

30
人

内　

容　

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

・
運
動
実
習

　
（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ボ
ー
ル
体
操
な
ど
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

運
動
靴
（
室
内
用
）、
飲
み
物

申
込
方
法

年
間
保
険
料
１
，６
０
０
円
を
持

参
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
５
月
か
ら
月

１
回
、
健
康
維
持
の
た
め
の
運
動

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
参
加
者
か
ら
「
家
で

も
運
動
の
習
慣
が
つ
い
た
」「
体

調
が
よ
く
な
っ
た
」「
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
仲
間
が
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

一
人
で
は
運
動
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け

た
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

申
し
込
み
く
だ
さ
い

＊
全
員
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

３
月
14
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
室
（
御
園
生
）

☎
４
６
―
３
３
９
２

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

募
集
時
期　

随
時

＊
申
込
数
が
募
集
枠
に
達
し
た
場

合
は
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

掲
載
期
間　

１
カ
月
単
位

 　
　
　
　
　
（
最
長
12
カ
月
）

掲
載
料

１
枠
１
カ
月　

５
，
０
０
０
円

掲
載
位
置

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
町
が
指
定
）

広
告
の
規
格

・
天
地
60
ピ
ク
セ
ル

・
左
右
１
５
０
ピ
ク
セ
ル　

・ 
画
像　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式

　
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）

容　

量　

４
Ｋ
Ｂ
以
内

掲
載
の
範
囲　

　

町
の
信
用
お
よ
び
品
位
を
損
な

う
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

＊
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

企
画
財
政
室
（
渡
邉
（
哲
））

☎
４
６
―
２
１
１
３

募集種目 応募資格 受付期日
一
般
幹
部
候
補
生

一般要員
（陸・海・空自衛官）

20 歳以上 26 歳未満（細
部はお問い合わせくだ
さい） ５月６日㈮

技術幹部
（海上自衛官）
飛行要員

（海・航空自衛官）
自衛隊一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満
予　
　

備

自
衛
官
補

一般公募 18 歳以上 34 歳未満
４月６日㈬

技能公募 18 歳以上で別に示す国
家資格などを有する人

自衛官を募集
防衛省では、次のとおり自衛官を募集しています。

＊ 応募資格年齢は、平成 24 年 4 月 1 日現在 (予備自衛官補は平成
23 年 7 月 1 日現在 )。

＊詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊茂原地域事務所　☎ 25 － 0452

『消したかな　あなたを守る　合言葉』
３月１日㈫～７日㈪

◇◆◇ 春季全国火災予防運動実施 ◇◆◇

火災が発生しやすい時期です。
火の元には、十分注意しましょう。

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント
―3つの習慣・4つの対策―

3 つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。
○ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。

4 つの対策
○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。
○ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防
ぐために、防炎品を使用する。
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器などを設置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るため
に、隣近所の協力体制をつくる。
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イ
チ
ジ
ク
栽
培
に

興
味
の
あ
る
人
募
集

　

長
生
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
イ
チ
ジ
ク
栽
培
に
興
味
の
あ

る
人
を
対
象
に
「
イ
チ
ジ
ク
い
き

い
き
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間

５
月
〜
平
成
25
年
２
月
ま
で

受
講
対
象
者　

長
生
郡
市
内
に
お

住
ま
い
の
36
歳
以
上
の
人
で
、
栽

培
農
地
を
持
っ
て
い
る
人
。
直
売

所
な
ど
で
の
販
売
や
市
場
出
荷
を

目
指
し
た
い
人
（
予
定
可
）

定　

員　

20
人

応
募
期
日　

３
月
18
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

長
生
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

地
域
振
興
部
改
良
普
及
課

☎
２
２
―
１
７
７
１

第
25
回
記
念

茂
原
市
市
民
美
術
展
作
品
募
集

会　

期　

５
月
30
日（
月
）〜
６
月
26
日（
日
）

場　

所　

茂
原
市
立
美
術
館

作　

品　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸

し
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
の
収
穫
が
で
き
る

人
、
竹
林
を
保
有
し
て
い
る
が
タ

ケ
ノ
コ
の
収
穫
に
お
困
り
の
人
は

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

３
月
13
日（
日
）９
時
〜

場　

所　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
希
望
者

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
も
り
の
里（
鹿
嶋
）

�
０
８
０
―
５
４
３
８
―
２
４
１
１

み
ん
な
で
花
畑
を
作
ろ
う
！

『
紅
花
の
種
ま
き
』

日　

時　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

集
合
場
所　

長
福
寿
寺

＊
種
ま
き
の
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

長
福
寿
寺
（
今
井
）

☎
４
６
―
１
８
３
７

お

と

も

だ

ち

大きくなったらなりたいものは（順不同）

　３月です。暦の上ではすでに
春。まだまだ寒い日が多いので実
感は少ないですが、虫や動物た
ちが動き始めたり、草木が芽を出し、花々がつぼみをつけ始めているの見つけると、徐々にですが確実に、春の気配を感じます。
寒い日が続いていただけに春を感じると少し和みますね。みなさんはどんな時に春の気配を感じますか？私はスミレの花を見る
と「春が来たな」と感じて和みます。何故スミレなのかは自分自身も分かりませんけど・・・。小さいけれど和みの春を見つけて
みませんか？（山田）

片岡優
ゆう

翔くん ●サッカーが大好きだからサッカー選手
川口ひなちゃん ●小さい子が大好きだから保育所の先生
白井友

ともひろ

浩くん ●たくさん勉強をしてお坊さん
中村愛

あいり

莉ちゃん ●ドーナツが大好きだからドーナツ屋さん

町の状況

あとがき

23. 2. 1 現在
	人口	9,424（− 11）
	 男	 4,580（− 10）
	 女	 4,844	（− 1）

	世帯	3,201（＋ 10）
【1月中の動き】
	 出生 3人  死亡 17人
	面積	　　65.38㎢
（　）内は前月比

＊
作
品
は
１
人
１
点
。

＊
絵
画
は
１
０
０
号
ま
で
。

出
品
資
格　

満
18
歳
以
上
で
長
生

郡
市
内
在
住
、
在
勤
者

出
品
料　

３
，
０
０
０
円

搬
入
日　

５
月
28
日
（
土
）

「
絵
に
酔
う
80
年
」

洋
画
家　
積
田
鰹
士
氏 

講
演
会

日　

時　

６
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
〜

場　

所　

茂
原
市
立
美
術
館

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

茂
原
市
美
術
協
会
（
桑
原
）

☎
３
３
―
７
０
４
０

長
南
産
タ
ケ
ノ
コ
を
都
会
の

人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
…

タ
ケ
ノ
コ
説
明
会

　

長
南
町
の
竹

林
で
は
お
い
し

い
タ
ケ
ノ
コ
が

た
く
さ
ん
育
ち
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
竹
も
り
の
里
で
は
、
も
っ
と
長

南
産
タ
ケ
ノ
コ
を
都
会
の
人
に
食

べ
て
も
ら
う
活
動
を
す
る
た
め
、

集
荷
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

● 

催　
　
し 

●
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 1

3月1日〜4月9日

98

巡回バスは月〜金曜日（祝日除く）運行

30	 4/

・保育所入所式

・予防接種
　（三種混合、ヒブ）

・予防接種（ヒブ） ・胃がん検診
　（午前）
・各小学校入学式 ・中学校入学式

・町民ウォーキング大会
　９：00 〜12：30
　（小雨決行）
　８：30
　海洋センター集合

・シェイプアップ教室
　保健センター
　９：30 〜11：30
　13：00 〜15：00

・シェイプアップ教室
　保健センター
　９：30 〜11：30
　13：00 〜15：00

・みんなで遊ぼう
　長南保育所
　９：30 〜11：30
・予防接種（ポリオ）

・行政・人権・心配ごと相談
　中央公民館
　10：00〜15：00
・みんなで遊ぼう
　長南保育所
　９：30 〜11：30
・予防接種（ヒブ）

・献血
　保健センター
　13：00 〜16：00
・予防接種（BCG）

・乳児相談

・ヘルスアップ教室
　保健センター
　９：30 〜11：30
・予防接種（ヒブ）

・予防接種
　（肺炎球菌）

・各小学校卒業式

・保育所卒園式
・のびっこ
　保健センター
　10:00 〜11:30
・予防接種
　（肺炎球菌）

・中学校卒業式
・ぴよぴよひろば
　保健センター
　10：00〜12：00

・3歳児健康診査

・みんなで遊ぼう
　長南保育所
　９：30 〜11：30
・予防接種
　（肺炎球菌）

・予防接種
　（肺炎球菌）

・人権・心配ごと相談
　中央公民館
　10：00 〜15：00
・みんなで遊ぼう
　長南保育所
　９：30 〜11：30
・予防接種（ヒブ）

・みんなで遊ぼう
　長南保育所
　９：30 〜11：30
・予防接種
　（子宮頸がん）

日曜・休日当番医
診療時間　9時〜 17時

＊都合により、変更する場合があります。
　消防本部通信指令課☎ 24 － 0119 へお問い合わせください。

月　日 内　科　系 外　科　系

3 月 6日 ポプラクリニック	 23-3111 宍倉病院	 24-2171

13 日 渡辺医院	 27-7733 本納整形外科・内科	 34-5091

20 日 鵜沢外科内科クリニック	 34-2496 三枝医院	 25-2203

21 日 山之内病院	 25-1131 菅原病院	 25-1171

27 日 鵜澤医院	 34-2008 公立長生病院	 34-2121

夜間急病診療所
内科・小児科　20時〜 23時まで
茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎ 24－1010
テレフォン案内　☎ 24－1011（19時〜翌午前６時まで）

こども急病電話相談
19 時〜 22時（毎日）
局番なしの♯ 8000
または☎ 043－242 －9939

今月のひ
とこま

今月のひ
とこま

明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

長
南
町
教
育
長
賞西

小
学
校
６
年
生　
古
市
真
悠
さ
ん


	長南袖凧
	がん検診、特定健診を受けましょう
	町民ウォーキング大会
	地震が発生したら
	大雨が降ったら
	給与の公表
	スケッチちょうなん
	保健センター掲示板
	ちょうなん歴史夜話
	暮らしの情報
	ヘルスアップ教室参加者募集
	おともだち
	生活カレンダー

